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年） ・議定書（一九六七年）は、 「人種、宗教、国籍、特定の社会集団の構成員であること または政治的意見を理由に迫害を受けるおそれがあるために、国籍 の外にいる人」を難民として定義する と
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もに、ノン・ルフルマン原則として知られる難民の国外追放・送還の禁止を義務付けている。　
もうひとつは、ＡＵの前身であ
るアフリカ統一機構（ＯＡＵ）の難民条約（一九六九年）で、この条約は、個人 信条や政治的意見を理由に迫害される人だけでなく紛争状態にあ ために安全に暮らすことができず、住んでいる土地からの移動 余儀なくされる人びとをも難民 して保護すべき ある、と定めている。　
これら二つの条約への加盟を経
て、一九九八年に制定された難民法（二〇〇〇年施行）は、アフリカ諸国のなかでもっと リベラルな内容であるとして 国連難民高等弁務官事務所（ＵＮＨＣＲ）から高い評価を受け いる。おそらくその最大の理由は、南アフリカが、難民や難民申請者をキャンプに収容する政策をとっていないことにある。 には居住の自由が認められており、就学や就労の機会もある。南アフリカ 場合、農村では土地不足の問題もあって生計が立てづらいため、結果的 ほぼすべての難民が都市に居住している。　
都市で必ずしも希望する仕事に
就けるわけではないが、南アフリカの経済力がアフリカ諸国から難民を惹きつけるプル要因として働いている であ 。そのため、難民キャンプのある紛争周辺国と比べると南アフリカの難民受入数圧倒的に少ないも 、難民認定を求める難 申請者数はアフリカでもっとも多く、認定を待つ申請者の数は、二〇一四年にはドイツやアメリカ 抜いて世界最多であった（参考文献①） 。　
だが、難民申請者がすべて難民






常に時間のかかる のとなっている。南アフリカの難民認定は 個人の申請 基づき、個人に対して
行われる。通常は二年とされるが、実際にはもっと多くの時間がかかり、申請が却下されても上訴できるため、何年間にもわたって難民申請者のままでいる人が多数存在する。難民申請者は一～六カ月ごとに難民申請証を更新す 必要があるが、更新の に内務省のオフィスに出向かなければならないことや、オフィスには長蛇の列ができていて丸一日か ってしまうことなど、負担は大きい。　
第二の問題は、内務省役人への









も多いのがソマリアで四万人、次いでコンゴ民主共和国が三万人、エチオピア一万八八〇〇人、ジンバブウェ六二〇〇人、コンゴ共和国六〇〇〇人、ブルンジ、エ トリア、ルワンダと続く（参考文献①） 。ジンバブウェを除き、いずれも南アフリカとは国境 接していない国々であり、陸路ならば南アフリカに到着するまでに複数のアフリカ諸国を通らなければならない。南アフリカの新聞では アフリカ東部から南アフリカを目指して南下する人びとが、途中の経由国で不法滞在の咎で逮捕され、
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フォビア（アフリカ人排斥） 称される、アフリカ系移民を標的とする暴力的な事件は、民主化後の南アフリカで散発的に起こっている。もっとも被害が大きかったのは、二〇〇八年、ジョハネスバーグの旧黒人居住区 （タウンシップ）で始まった暴力行為が 主として低所得者が住む国内の複数の居住区に拡大したときである。わずか二週間の間に六二名が殺害され、
七〇〇名近くが負傷したほか、一〇万人以上が家を追われ、行政が設けた一時避難キャンプや教会、友人宅での生活を強いられた。　
その後、二〇一〇年のワールド
カップ開催時や、二 一三年末にマンデラ元大統領が逝去した時などにも、社会のなか は不穏な空気が存在したが大きな事件にはならなかった。だが二〇一五年に再び、ジョハネスバーグとダーバンでアフリカ系移民を標的とする暴力行為が発生した。ズ 政権は、警察による取り締まりを強化することで事態の早期収束を図ったが、その際には非正規移民も多く逮捕される結果となった。　
なぜ、南アフリカでアフリカ系






























































































































（注）2012 年と 2013 年については数値を入手できず、
2005 ～ 11 年については国籍別の内訳は不明。
（出所）参考文献④、⑥、⑦より筆者作成。
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住宅、教育、雇用などの希少な資源をめぐる競合の結果、移民がスケープゴートとなっている、というものである。　
アフリカ系移民のなかには、南
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